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金融機関のサードパーティリスク
管理態勢の高度化支援

デジタルトランスフォーメーションの進展とともに、金融機関がサードパーティ*と連携す
る機会が拡大しています。これに伴って、サードパーティにおけるシステム障害、サイバー
セキュリティインシデント、オペレーションミス、不正行為等に起因する業務の中断、情報
の漏洩、不正利用等のリスクも増加しています。不正送金事案等の発生を受けて、リスク管
理の高度化が求められるなか、金融機関は、サードパーティを的確に評価し、リスクに応じ
て適切に管理することが大きな課題となっています。
あずさ監査法人では、当局指針や関連するフレームワーク、業界におけるベストプラクティ
ス等に関する豊富な知見を基に、金融機関のサードパーティリスク管理態勢の高度化を支援
するアドバイザリーサービスを提供します。

外部委託先とサードパーティの相違点

サードパーティとの連携には、クラウドサービスの利用や電子決済等代行業者と
のAPI接続、資金決済事業者との口座連携、サードパーティが提供するツールの利
用、決済サービス提供する場合の加盟店など、従来のシステムの外部委託よりも
広範で多様な形態があります。また、サードパーティと関わる部署もこれまでの
ようなシステム部門に限らずユーザー部門などこれまでサードパーティと関わる
ことのなかった部署が関わることが増えています。

サードパーティのリスク管理上の課題
連携するサードパーティの数が増加しているだけでなく、サードパーティが業績
に与える影響も多様化しています。金融機関は、限られたリスク管理に係るリ
ソースを効果的に活用する観点からも、画一的なリスク管理ではなく、適切にリ
スク評価を実施するとともに、その結果に基づいて効果的にサードパーティに係
るリスク管理を行う態勢を構築する必要があります。

*サードパーティとは
商品やサービスを提供するために業務上の
関係や契約を有する組織、かつ、当該商
品・サービスの提供に必要な事業者
（例）システムベンダー等の外部委託先、
クラウド業者、ASP業者、API接続する電
子決済等代行業者、業務提携先（決済サー
ビス提供における加盟店 等）など
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ここに記載されている情報はあくまで一般的なものであり、特定の個人や組織が置か
れている状況に対応するものではありません。私たちは、的確な情報をタイムリーに
提供するよう努めておりますが、情報を受け取られた時点及びそれ以降においての正
確さは保証の限りではありません。何らかの行動を取られる場合は、ここにある情報
のみを根拠とせず、プロフェッショナルが特定の状況を綿密に調査した上で提案する
適切なアドバイスをもとにご判断ください。
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本リーフレットで紹介するサービスは、公認会計士法、
独立性規則及び利益相反等の観点から、提供できる企業
や提供できる業務の範囲等に一定の制限がかかる場合が
あります。詳しくは有限責任 あずさ監査法人までお問い
合わせください。

有限責任 あずさ監査法人
金融統轄事業部 金融アドバイザリー事業部

保木 健次
Kenji.Hoki@jp.kpmg.com

〒100-8172

東京都千代田区大手町1丁目9番7号
大手町フィナンシャルシティ サウスタワー

home.kpmg/jp/fintech

連携サービス提供事業者における業務の実施状況、
実施している取引時確認や同一性確認の状況、不正
取引検知態勢等のモニタリング等を求めています。

「主要等向けの総合的な監督指針」の改正

資金移動業者等の利用者保護、セキュリティ、お
よび顧客管理態勢に係る適格性を審査するよう求
めています

全国銀行協会「資金移動業者等との
口座連携に関するガイドライン」

不正送金事案等の発生を受けたサードパーティに対する審査・モニタリング態勢の高度化

サードパーティリスク管理高度化支援サービスの概要

対象プロセス サービスの概要

サードパーティリスク管理に関
する方針の策定および規程等の
整備

サードパーティリスク管理に関する方針の策定、および規程・マニュアル・帳
票類（受入時のチェックシート、評価シート等）を金融庁公表資料、FISC等の
ベンチマーク基準と比較し、サードパーティの業務特性、業務影響度、他社事
例も踏まえた整備を支援します。

サードバーティの洗い出し・
業務影響度分析

現状把握されているサードパーティの洗い出しおよび過不足の確認を行うとと
もに、各サードパーティの業務に対する影響度に関する分析を支援します。

サードバーティの定期的評価・
継続的モニタリング

評価シートも活用したサードパーティの定期的な評価・スクリーニングを支援
します。また、必要に応じて、サードパーティの第三者評価（SOC2/SOC3や
AUP等）を実施します。

サードパーティリスク管理に関する方針の策定および規程等の整備支援サービスのご提供例（2ヵ月～4ヵ月）

03 ご報告02 分析01 現状把握

サードパーティリスク管理に係る現状
をヒアリングや資料閲覧等を通じて把
握します。

 分析シートの作成
 関連文書、エビデンスの閲覧
 対象プロセスの実態に係るヒアリング

金融庁公表資料、FISC等のベンチ
マーク基準や他社事例に精通する専門
家による比較・ギャップ分析を行います。

 現状把握結果とベンチマークの比較
 ギャップ事項の特定
 ギャップに係る事実・要因確認
 課題に対する対応策の提示

ギャップ分析結果報告書の作成、分
析により洗い出された課題および対
応策に関するディスカッションおよび
態勢高度化に向けた助言を行います。

 ギャップ分析結果の取りまとめ
 対応策に関するディスカッション
 態勢高度化に向けた助言の提供


